
二巡目の土砂法区域指定（急傾斜地の崩壊）内訳

区域の名称 区域番号
抽出理由
上記3参照

落倉(1) K24485001 ②

清水沢南 K24485005 ②

立の間裏 K24485006 ④

一の沢北 K24485007 ②

夏出 K24485008 ②

薄葉沢北 K24485009 ④

善鬼堂下 K24485016 ④

青鬼上 K24485017 ④

宮の脇 K24485018 ④

堂念坊 K24485019 ④

横麻草裏 K24485020 ④

蕨平(4) K24485034 ④

城嶺神社下 K24485060 ④

八方(7) K24485118 ②

八方(8) K24485119 ②

咲花(2) K24485124 ①

通(1) K24485168 ①

通(2) K24485169 ①

通(3) K24485170 ①

通(4) K24485171 ①

倉下(19) K24485172 ①

倉下(20) K24485173 ①

倉下(21) K24485174 ①

咲花(5) K24485175 ① 開発が見込まれるため区域追加

新規立地により区域追加

新規立地により区域追加

下端位置を対策施設前に修正
施設効果量の再検討
下端位置を対策施設前に修正
施設効果量の再検討

上端位置修正、右端延長

市道新設による地形改変
下端位置の修正　右端延長
市道新設による地形改変
下端位置の修正

新規立地により区域追加

新規立地により区域追加

新規立地により区域追加

新規立地により区域追加

新規立地により区域追加

開発が見込まれるため区域拡大

工事道路による地形改変
下端位置を修正
対策施設追加のため下端位置を修正
施設効果量の再検討
対策施設が破損したため、施設効果量の
再検討
下端位置を対策施設前に修正
施設効果量の再検討

下端位置を対策施設前に修正
施設効果量の再検討

下端位置を対策施設前に修正
施設効果量の再検討
下端位置を対策施設前に修正
施設効果量の再検討

内容

栂池パノラマ橋の起工による地形改変の
ため、一部、上端修正
工事道路による地形改変
上部吹付工、原因地対策施設として考慮
下端位置を対策施設前に修正
施設効果量の再検討



二巡目の土砂法区域指定（土石流）内訳

区域の名称 区域番号 抽出理由

海道沢 D24-485-019 ③

どうろく東沢 D24-485-026 ③

清水沢川 D24-485-079 ③

滝の沢南 D24-485-080 ①

から沢 D24-485-081 ⑤

※区域図は太線の区域が、見直し及び追加の区域です。

内容

砂防施設の新規整備による施設効果量
の再検討
砂防施設の新規整備による施設効果量
の再検討
砂防施設の新規整備による施設効果量
の再検討

新規立地により区域追加

土砂災害が発生したため、区域追加


